
平成３０年北海道胆振東部地震に係る職員派遣状況
平成30年９月７日（金）16:00現在

業務内容 派遣先 期間 人数 派遣元
リエゾン 札幌市 ９/６～ ２名 石狩振興局

千歳市 ９/６～ １名 石狩振興局
白老町 ９/６ ２名 胆振総合振興局
厚真町 ９/６～ ２名 総務部

９/７～ ２名 胆振総合振興局
安平町 ９/６ ２名 胆振総合振興局

９/７～ １名
９/７～ ２名 胆振総合振興局

むかわ町 ９/６ ２名 胆振総合振興局
９/７～ １名

日高町 ９/６～ １名 日高振興局
平取町 ９/６～ １名 日高振興局
新冠町 ９/６～ １名 日高振興局
浦河町 ９/６～ １名 日高振興局
様似町 ９/６～ １名 日高振興局
えりも町 ９/６～ １名 日高振興局
新ひだか町 ９/６～ １名 日高振興局
苫小牧保健所 ９/７～ １名 保健福祉部1名

避難所運営支援 厚真町 ９/７～ 32名 本庁20名
総務部4名
保健福祉部4名
経済部4名
農政部4名
出納局4名

胆振総合振興局12名
物資受入・仕分 苫小牧市 ９/７～ ２名 総合政策部

水道業務（技術支援） 厚真町 ９/７～ １名 環境生活部
安平町
日高町
むかわ町

避難者の健康相談等 苫小牧保健所 ９/７～ 18名 保健福祉部1名
空知総合振興局9名
渡島総合振興局2名
後志総合振興局3名
胆振総合振興局3名

応急危険度判定 厚真町 ９/６ ３名 建設部
安平町 ９/７～ ６名 建設部
むかわ町 胆振総合振興局

北海道立総合研究機構
９/８～ 10名 建設部

10 胆振総合振興局
北海道立総合研究機構

計 97名



原因 状況
影響戸数
（人数）

石狩
里塚配水池
（清田区、厚
別区の一部）

上水道 水道管の破損 断水
15,000戸

（36,000人）

全域 上水道
水道管破損による
浄水場送水停止

断水
全戸

（約5,900戸）
（8,500人）

全域
簡易
水道

浄水場機能不全 断水
全戸

（約2,100戸）
（4,700人）

日高
本町（門別）
富川西
駒岡

上水道
水道管路の破損
浄水場の破損

断水 2,285戸

　計 3振興局 4 市町 約25,285 戸

原因 断水状況
影響戸数
（人数）

穂別地区
むかわ地区

簡易水道
上水道

停電 断水 約4,000戸
９／７～９　先遣隊と
して道職員１名と日水
協道支部３名を派遣

上水道 停電 断水 2,910戸

上水道 停電 断水 30戸

上水道 停電 断水 300戸

簡易水道 停電 断水 10戸

上水道 停電 断水 20戸

日高 上水道 停電 断水 約55戸

石狩 ８地区 上水道 停電 断水 108戸

空知
上水道

（西空知広域
水道企業団）

停電 断水 48戸

後志
奥沢
北手宮
伍助沢

上水道 停電 断水 48戸

渡島 上水道 停電 断水 442戸

檜山 簡易水道 停電 断水 6戸

原因 断水状況
影響戸数
（人数）

上川 上水道 停電 断水 １戸

留萌 湯ノ沢 上水道 停電 断水 6戸

3箇所 簡易水道 停電 断水 17戸

簡易水道 停電 断水 15～20戸

十勝 太平地区 簡易水道 停電 断水 1戸

釧路
知方学
仙鳳趾

簡易水道 停電 断水
4戸
50戸

　計 12振興局 19 市町 約8,076 戸

合計 12振興局 22 市町(札幌市重複あり) 約33,361 戸

平成３０年北海道胆振東部地震に関する水道施設の被害状況及び対応状況

北海道環境生活部

１　断水被害のある市町村の状況 ９月７日　　1６時00分現在

（１）水道施設被害による断水

被害状況

札幌市
・応急給水実施中（73カ所）
・完全復旧は９月９日（日）予定

安平町
・漏水発見のために浄水場再起動
・町内４カ所（給水車：町３台、自衛隊１台）にて
応急給水実施

厚真町
・町内２カ所（給水車：自衛隊２台）にて応急給水
実施

日高町
・給水タンクによる応急給水（２カ所）
・自衛隊へ応援要請

（２）停電による断水

被害状況

むかわ町 自衛隊による給水実施

室蘭市 給水車による応急給水

登別市 応急給水対応

伊達市 応急給水場設置

壮瞥町 ポリタンク配付による応急給水

洞爺湖町 ポリタンク配付による応急給水

浦河町
給水タンク・袋にて応急給水

給水カ所3カ所　（給水主体は町）

札幌市 応急給水実施中

浦臼町
雨竜町

給水袋配付による応急給水
（主体：町　拠点：2ヶ所）

小樽市 給水カ所2カ所（給水車２台）による対応
（給水主体は市水道局のみ）

函館市
給水カ所4カ所（拠点給水3カ所、給水車1台）

（実施車体は市水道局）
各戸に給水袋配付により応急給水実施

上ノ国町
ポリタンク各戸配付による応急給水

（実施主体：町）

被害状況

美瑛町
発電機の調達を実施中

町が1戸にポリタンクで直接給水

増毛町 町がポリタンクで給水

津別町 給水袋の配付による応急給水を実施

置戸町
給水カ所3カ所（給水車）給水袋で応急給水

（給水主体は町）

帯広市
給水袋による応急給水実施中

（給水主体は市）

釧路町

給水箇所は1カ所
知方学：給水袋による応急給水

仙鳳趾：給水車1台
（給水主体は町）

振興局 市町村 地区
水道の
種別

応急給水等の対応状況 備考

胆振

９／７～９　先遣隊と
して道職員１名と日水
協道支部３名を派遣

振興局 市町村 地区
水道の
種別

対応状況 備考

胆振

振興局 市町村 地区
水道の
種別

対応状況 備考

オホー
ツク
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原因
断水状況
(期間）

影響戸数
（人数）

花川北配水場地区 上水道
停電

自家発電設備故障
断水 不明

上江別浄水場給水地区 上水道 停電 断水
23,500戸

(51,000人)

午後10
時通水
予定

上水道 停電 断水解消 14戸

簡易水道 停電 断水 35戸

簡易水道 通電
断水解消

ー

上水道 通電
断水解消

ー

簡易水道 通電
断水解消

(9/7 0:00)
ー

上水道 水道管破損 断水 不明

上水道
（長幌上水
道企業団）

水道管破損 断水 不明

上水道 停電 断水 約100戸

上水道 停電 断水 戸数不明

簡易水道
通電 断水解消

(9/7 1:00)
ー

楓地区
　南清水沢地区

上水道 通電
断水解消

(9/6 20:30)
ー

楓地区
２戸

南清水
沢地区
２戸

2 断水が解消・回避された市町村 ９月７日15時00分現在

被害状況

石狩市 自家発電設備の復旧 断水解消

江別市 通電開始による 断水解消

恵庭市 給水袋配付による応急給水

喜茂別町 自家発電設備用燃料到着による 断水解消

京極町 ー

余市町 ー

赤井川村 ー

栗山町 破損箇所修繕による 断水解消

南幌町 破損箇所修繕による 断水解消

三笠市 通電再開による 断水解消

沼田町 通電再開による 断水解消

秩父別町 ー

夕張市 ー

振興局 市町村
地区

(現在給水人口）
水道の
種別

対応状況 復旧状況 備考

石狩

後志

空知



上水道 停電
断水解消

(9/7 7:00)
約3,350戸

（約6,552人）

９月６
日２０
時断水
予定

暑寒沢 上水道 停電
断水解消

(9/7 6:00)
11戸

宗谷 簡易水道 停電
断水解消

(9/7 8:45)
4戸

渚滑地区 簡易水道 停電 断水 7戸

佐呂間地区 簡易水道 停電 断水 60戸

簡易水道 停電 断水 1戸

簡易水道 停電 断水 10戸

日高 簡易水道 濁水発生 断水 1,000戸

１～２
時間で
再開の
目処有
り

簡易水道 停電
断水解消

(9/7 1:15)
1戸

西部地区
東部地区

簡易水道 停電
断水解消

(9/6 19:00)
4戸
1戸

上水道 停電
断水解消

(9/7 1:00)
45戸

合計 9振興局 24 市町 約28,143 戸以上

空知 上水道 停電 断水
全戸

（約4,200戸）
（11,000人）

上川 簡易水道 停電 断水 6～8戸

合計 2振興局 2 市町 4,208 戸

羽幌町

増毛町 応急給水実施中

浜頓別町 ポリタンク配付による応急給水

紋別市 自家発電装置稼働による 断水解消

佐呂間町 自家発電装置稼働による 断水解消

幌加内町
浄水処理再開（手動による薬品注

入）による
断水解消

愛別町 通電再開による 断水解消

平取町 濁水解消のため20時通水再開 通水解消

更別村 給水袋による応急給水実施中

音更町 給水袋による応急給水実施中

池田町 給水袋による応急給水実施中

3 断水に至っていない市町村（当初、断水との情報があった市町村）

赤平市 14：20通電再開による 断水回避

中富良野町 配水池容量に余裕があるため 断水回避

留萌

オホー
ツク

上川

十勝
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９／７ １６時００分現在

水道：全面断水 ２(安平町[約5,900戸]、厚真町[約2,100戸])(16:00現在)

一部断水２１(むかわ町[約4,000戸]、室蘭市[2,910戸]、登別市[30戸]、洞爺湖町[20戸]、

伊達市[300戸]、壮瞥町[10戸]、日高町[2,285戸]、浦河町[約55戸]、札幌市[15,108戸]、

浦臼町・雨竜町[48戸]、小樽市[48戸]、函館市[442戸]、上ノ国町[6戸]、美瑛町[1戸]、

増毛町[6戸]、帯広市[1戸]、津別町[17戸]、置戸町[15～20戸]、釧路町[54戸])

(16:00現在)







資料１

北海道胆振東部地震による観光客への対応について

経済部観光局

30.9.7 15:00

１ 観光客の受入体制

（１）宿泊場所を確保できない観光客の一時受入

札幌市内において宿泊場所を確保できない観光客が多数発生した事態を受け、道庁別

館地下大会議室を開放し、札幌市との連携により受入を実施

（２）ホテル等に対する観光客受入に関する要請

観光振興機構を通じ、日本ホテル協会北海道支部に対し協力を要請

→通電すれば、随時受け入れする考え。なお、現状、スタッフが出勤できないため、

客室清掃やリネンの準備ができず、提供する食材も不足している状況にある。

２ 外国人観光客に対する情報発信

（１）外国人旅行者を対象とする公共交通機関の運行状況等の情報発信

道及び観光振興機構の HP において、北海道運輸局が提供している外国人旅行者向けの

サイト「北海道・旅の安全情報」(英文で各公共交通機関の HP にリンク)を掲載

（２）観光案内所の運営状況

①北海道さっぽろ「食と観光」情報館

9月 7日 10:30 からオープン

②新千歳空港観光案内所

スプリンクラーの不都合などにより 9月 7日はクローズ

→問題が解消され次第、できるだけ早急にオープンするよう管理者へ要請済み

①場 所：道庁別館地下１階大会議室（札幌市中央区北３条西７丁目）
②日 時：平成３０年９月６日（木）１７：００ ～ ９日（日）１１：００

※状況により早期終了の可能性あり
③受入対象：宿泊場所を確保できない観光客（外国人・日本人）
④受入実績：最大時で４００名を受入
⑤対 応 等：経済部観光局及び札幌市が連携して以下の対応を実施

・札幌市が手配した食料及び毛布を配布
・携帯電話の充電、給湯サービスなどを実施
・インターネット接続用臨時ＷｉＦｉスポットの設置（ＮＴＴドコモとの連携）
・交通機関の状況について最新情報を掲示
・道が開設した外国人向け相談窓口電話番号の掲示
・テレビのニュース放映による情報提供
・その他、照会、相談への対応

⑤そ の 他：札幌市が設置したその他の受入先（受入人数）
大通高等学校（約４００名）、中島体育センター（約３００名）、市民交流プラザ
（約５５０名）、札幌駅前通地下歩行空間（約１００名）



資料２

道内主要空港等における外国人観光客等の現況と対応
経済部観光局
Ｈ30.9.7 15:00現在

函館 ・空港は通常通り
・バス、タクシー、レンタカーはいずれも一部で移動可能
・ＪＲ函館駅では、１５０名（外国人を含む）が滞留、観光案内所やＪＲ側
で英語、中国語による避難所誘導等の対応を行い、函館駅付近で希望者を
市役所に誘導

・ＪＲ新函館北斗駅では、９月６日３０名程度（うち外国人４名）が滞留し、
夕方にバスで避難所に移動。９月７日８時３０分頃、一部を避難所から新
函館北斗駅に移動させ、昼までに残り１１名を新函館北斗駅に移動予定

・函館市内１７ヵ所（小学校、市役所等）、北斗市内に８ヵ所の避難所を設
置、主要ホテルにフロントでの避難所誘導対応を依頼済

旭川 ・空港は通常通り
・９月６日夜、宿泊予約が取れずやむを得ず空港に泊まる旅行者数名に対し、
毛布などを提供。空港内店舗は６日１３時４０分より通常営業

・旭川空港～旭川駅の直行バスは９月７日９時５５分に再開
・ＪＲ旭川駅を２４時間開放し、市内ホテルの空き状況を案内。市では、運
行待ちの旅行者にマット等を提供

帯広 ・空港に現在、ＡＩＲＤＯ乗客が６０名ほど滞留（外国人の有無は不明）
・９月６日は自家発電だったが、９月７日から電気が復旧し通常営業
・昨晩、十勝バスに要請し、空港連絡バス１台を運行。最終便到着乗客３４
名を帯広駅周辺へ運び、必要な方に避難所を案内

・ＪＲは連絡がつかない状況
・宿泊できない旅行者に対してとかちプラザ、市役所を避難場所として開放
するほか、全てのホテルに避難所案内看板を設置（英語、中国語）

釧路 ・空港は９月７日４時３０分より電気が復旧し、通常通り。新千歳便以外は
通常運行予定のほか、航空会社が臨時便の運航も検討

・ＪＲ釧路駅の観光案内所は９月７日９時から開所し、英語対応可能な職員
を配置

・市内中心部のホテルは、現在も停電中のため、受入可能なホテルは少数
・市役所防災庁舎に、市民・旅行者向けの自主避難所を開設。９月７日朝８
時時点、５０名程度が利用

女満別 ・空港は本日８時より再開（羽田便より）
・大空町農業構造改善センターを避難所として３～４０名が宿泊し、外国籍
の旅行者も有り（中国人１家族３人、埼玉在住）

・ＪＲ網走駅では、市内避難所を案内し、最終的に日本人７名が配布された
毛布などを利用し構内に宿泊

・斜里町内の避難所（本町消防署・ウトロ地区）では、１２名（日本人９名、
外国人３名（中国人１名、タイ人２名））が利用

稚内 ・空港は通常通り
・ＪＲ稚内駅では、観光客が引き続き複数名滞留
・予約無しの観光客についてはホテル側が受入を不可としているため、稚内
市の施設（自然の家）へ誘導（日本人・外国人７０名（内訳不明→今後国
別の状況を把握する予定））。ホテルでは予約分は受け入れている

登別 ・ＪＲ登別駅では、切符の払い戻しで数件対応したが、滞留者はなし
室蘭 ・ＪＲ東室蘭駅では、切符の払い戻しで数件対応したが、滞留者はなし

・９月６日１７時現在、温泉街では約１，２００名が宿泊。うち当日受け入
れは４５３名（内訳不明）だが、食料備蓄の問題があり、受け入れ継続は
困難

洞爺 ・ＪＲ洞爺駅では、滞留者なし
・６日、温泉街の避難所を韓国人１７名、台湾人４名が利用

小樽 ・ＪＲ小樽駅では電気復旧済み。駅構内のキオスク・たるしぇは営業中で、
観光客が立ち寄るなど、混乱はない状況

・９月６日、運行待ちの滞留者と、停電によりホテルへ受け入れができな
かった旅行者をウイングベイ小樽で約２００名を収容（半数が外国人）。
英語対応もでき、７日も開設する

・観光案内所（運河プラザ）、駅の案内所も停電のため閉鎖中
・市内のホテルは早い時期から満室のため、新規の予約を受け付けていない
状況（６日）

倶知安 ・とくに混乱はない
・町内のホテルは新規の予約（国内外ともに）を受け入れていない（６,７日）

ニセコ ・役場の外国人交流員が外国人観光客・外国人居住者を問わず対応
・町内のホテルでは、新規の予約（国内外ともに）を受け入れていない（６，
７，８日）


